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◆学校経営における基本的な考え 
「子供たち主体で、学ぶ必然性や体験活動を重視した学校づくり」を目指します。 

子供一人一人の個性・特性の伸長を図った「一人一人の子供が主役」の教育活動の充実を第一に考えます 
生涯にわたって学び続ける力を確実に身に付けさせる教育活動の条件整備を進めます 
「地域と共にある学校」という公立学校の特徴を最大限に生かします 
学校の組織的実践力を向上させ、最大限発揮できるようにします 

 

学校の教育目標 「萩のようにやさしく 山のようにつよく」 《第 1 表１(1)(2)》 

 

 

 

◎は 励む子 

「問題解決能力」  

はげ知 知 知 

ぎ 鍛える子 

「実践力」 
や やりぬく子 

「自己調整力」  

ま 真心あふれる子  

「人間性」 

「確かな学力」の育成 
学力向上 

「信頼される学校づくり」の推進 

◆全ての教職員の力

を結集させて全ての

児童を育てるという

意識の向上 

◆緊急時の校内体制

の確立→特にいじめ

の早期発見・早期対

応 

◆学校からの適時適

切な情報発信の徹底 

◆保護者との連携 

◆地域との協働 

◆早期の保護者対応

及び相談機能の充実

→組織的対応 

◆教職員の資質・能力

の向上を図る研修の充

実 職員室を 

「学びと憩いの場」に 

「健やかな体」の育成 
健康・体力向上 

「豊かな心」の育成 
人権教育・健全育成 

「持続可能な社会の担い手」
の育成 

●学んだことを活用し、自

ら考え、課題を解決する力

の育成 

●育成を目指す資質・能力

を明確にした授業改善の推

進 

●言語能力及び情報活用能

力の育成 

⇒児童にとって学ぶ必然性

のある、学習者主体の言語

活動の充実 

→自分の思いや考えを伝え

る学習活動を設定 

→読書活動の更なる充実 

●基礎的・基本的な内容の

確実な定着に向け、個に応

じたきめ細かな指導を充実 

●タブレット型端末を効果

的に活用し、個別最適な学

びと協働的な学びを実現 

●生涯にわたって運動や

スポーツを豊かに実践し

ていく、運動への好意性

の向上 

●「体力テストウイー

ク」等を活用した体力向

上に向けた取組を実施

し、運動を日常化 

●自分の身を守るための

「性教育」「がん教育」

「生命の安全教育」を実

施→適切な意思決定や行

動選択ができるような指

導の充実 

●心と体を育てる給食指

導及び食育の推進 

●「早寝・早起き・朝ご

はん」「清潔でさわやか

な環境づくり」の推進 

 

 

 

●心と体を育てる給食指

導及び食育の推進 

 

●清潔でさわやかな環境

づくりの推進 

 

●思いやる心や感動する

心など豊かな人間性の向

上 

●「特別の教科 道徳」

を要とし、自分の大切さ

と共に他の人の大切さを

認める態度を育成 

●児童のよさや可能性を

引き出し、児童一人一人

に居場所がある学級づく

りの推進 

●「いのちとこころの教

育週間」を中核とした生

命尊重教育と人権教育の

推進 

●いじめや不登校の未然

防止 

●共生社会の実現を見据

えた特別支援教育の推進 

 

●学んだことを生かし、

よりよい生活や人間関係

を主体的に形成する態度

の育成 

●年間を通した意図的・

計画的な異学年交流活動

の実施→6 年生をリーダ

ーとした、縦割り班活動

を中核とした活動の充実 

●保育所及び幼稚園等、

東村山第三中学校など異

校種との交流活動の実施 

●地域コーディネーター

を中核とした地域、家庭

との連携を強化し、体験

的・実践的な活動の充実 

●SDGｓを踏まえた、

「持続可能な社会の担い

手」の育成 

◆目指す学校像    
「すべての子供の個性が輝き、誰もが互いのよさを認め合い、笑顔つながる学校」 

〇児童にとって「通ってよかった萩山小学校」…挨拶が響き、笑顔あふれる学校 
・全教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となる「言語能力」や「情報活用能力」の向上を図る 
・児童に、「学びの主体者」としての基礎を培い、他者と協働しながら「課題を解決する力」を育成する 
・多様性や互いのよさを認め合う態度を育成し、全ての子供に居場所ができるように学校全体で取り組む 

〇教職員にとって「勤めてよかった萩山小学校」 
…問題解決に向けて具体的方策を考え、成果を意識して取り組む学校 

  ・校内における協働体制を充実させ、「チーム萩山」として組織的に対応する 
  ・児童の実態、喫緊の教育課題、学校評価等から明らかになった課題解決のための具体的な方策を考える 

〇保護者・地域にとって「通わせてよかった萩山小学校」「 
…家庭・地域との「共育」活動を推進し、家庭・地域から信頼される学校 

  ・児童の成長、教育の成果を示すとともに、説明責任を果たし、信頼される学校をつくる 
  ・「地域と共にある学校づくり」を目指し、コミュニティ・スクールを推進し、家庭・地域が一体となって児童を育てる 


